
安
倍
政
権

の
戦
争
参

加
法
案
の

強
行
採
決

の
結

果

、

日
本
は
立
憲
主
義
、
民
主
主
義
、
平

和
主
義
の
未
曾
有
の
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
希
望
と
展
望
は
あ
り
ま
す
。

戦
争
参
加
法
反
対
運
動
の
中
で
、
個

を
主
体
と
し
た
「シ
ー
ル
ズ
」や
「マ
マ
の
会
」

な
ど
若
い
人
た
ち
の
運
動
、
多
く
の
学

者
、
文
化
人
の
か
つ
て
な
い
結
集
、
ま
た
、

反
対
運
動
を
誠
実
に
支
え
て
き
た
労

働
組
合
と
労
働
者
の
新
た
な
共
同
と

運
動
で
す
。
そ
し
て
、
政
党
・政
派
を
超

え
た
広
範
で
全
国
的
な
共
同
運
動
が

生
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
運
動
と

力
を
次
の
闘
い
に
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

次
へ
の
闘

い
は
第

一

に
、
安

倍

内
閣
打
倒

へ
向

け
た

闘
い
で
す
。
70
年
間
、
国
民
の
中
に
根

付
い
て
き
た
日
本
国
憲
法
と
民
主
主

義
を
根
底
か
ら
覆
し
た
安
倍
・自
公
政

権
の
居
直
り
は
許
せ
ま
せ
ん
。
。
次
の
衆

参
選
挙
で
戦
争
参
加
法
案
に
賛
成
し

た
自
公
他
、
全
議
員
・
候
補
者
を
落

選
さ
せ
、
反
対
す
る
候
補
者
を
共
同

選
挙
で
当
選
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

第
二
に
、
戦
争
参
加
法
を
発
動
さ
せ

な
い
闘
い
で
す
。
戦
争
参
加
法
制
は
１

本
の
新
法
と
10
本
の
関
係
法
を
一
括

し
、
法
的
安
定
性
や
整
合
性
を
欠
き
、

今
後
そ
の
矛
盾
は
噴
出
し
、
そ
の
危
険

性
が
具
体
的
に
露
わ
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
徹
底
的
に
暴
露
し
、
自
衛
隊
員
は

も
と
よ
り
国
民
を
戦
争
に
動
員
さ
せ
な

い
運
動
と
並
行
し
て
、
戦
争
参
加
法
の

違
憲
訴
訟
裁
判
を
一
斉
に
提
起
す
る

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
闘
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

第
三
に
、
沖
縄
の
辺
野
古
新
基
地

建
設
、
原
発
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
，
労
働

法
制
改
悪
反
対
な
ど
の
個
々
の
運
動

を
強
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
ら

の
問
題
の
元
凶
で
あ
る
自
公
政
権
打

倒
こ
そ
が
問
題
解
決
の
糸
口
で
あ
る
こ

と
を
し
っ
か
り
広
げ
ま
し
ょ
う
。

第
四
に
、
年
金
、
医
療
、
介
護
を
は
じ

め
と
し
社
会
保
障
や
雇
用
の
分
野
で
も
、

生
活
が
脅
か
さ
れ
、
生
存
の
不
安
定
さ

は
い
っ
そ
う
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

自
公
政
権
の
矛
盾
を
つ
い
て
、
国
民
各

層
の
要
求
と
抵
抗
を
束
ね
、
「
オ
ー
ル

日
本
」で
闘
い
ま
し
ょ
う
。

以

上

の

闘
い
を
通
じ
、

安
倍
政
権

が
狙

う
明

文

改

憲

に

向
け
た
国
会
発
議
を
阻
止
し
、
憲
法

を
守
り
抜
き
、
９
条
が
世
界
に
輝
く
平

和
国
家
日
本
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。
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新社会党 で
す

こんにちは

戦争法を発動させない・戦争法廃止へ！

安
全
保
障
関
連
法
案
（戦
争
参
加
法
案
）が
９
月
19
日
未
明
、
参
議
院
本
会
議
で

強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
採
決
は
国
会
の
運
営
ル
ー
ル
を
も
無
視
、
参
議
院
安
保

法
制
特
別
委
員
会
で
は
地
方
公
聴
会
報
告
や
総
括
質
疑
を
行
う
こ
と
な
く
、
聴
取

不
能
、
議
事
録
未
記
載
の
状
態
で
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
民
主
主
義
を
踏
み
に
じ

る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
暴
挙
で
あ
り
、
断
じ
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

新
社
会
党
は
戦
争
参
加
法
案
に
反
対
し
声
を
あ
げ
て
き
た
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
安
倍

政
権
打
倒
、
戦
争
参
加
法
の
撤
廃
を
め
ざ
し
闘
い
続
け
ま
す
。

2015年10月号
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若
者
・
マ
マ
た
ち

新
た
な
民
主
主
義

の
声
と
運
動

戦
争
法
賛
成
議
員
を
共
同
選
挙
で
叩
き
落
そ
う
！

倒
閣
・
共
同
選
挙

次
へ
の
闘
い
へ
踏
み

出
そ
う
！

９
条
と
憲
法

平
和
国
家
・
日
本

を
取
り
戻
そ
う
！

毎
月
19
日

戦
争
法

反
対
行
動
・
集
会
日



安
倍
首
相
は
「
デ
フ
レ
脱
却
は
目
の
前
」
と

景
気
診
断
し
、
50
年
後
の
人
口
１
億
人
の
維

持
を
目
指
す
「
１
億
総
活
躍
社
会
」
を
う
た

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
「
新
し
い
３
本
の

矢
」
（
希
望
を
生
み
だ
す
強
い
経
済
、
夢
を

育
む
子
育
て
支
援
、
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
）

を
放
つ
と
し
ま
し
た
。

希
望
を
生
み
だ
す
強
い
経
済
の
指
標
は
Ｇ

Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
（
現
在
４
９
９
兆
円
）
。
そ

の
実
現
に
は
雇
用
・
給
料
の
増
、
消
費
拡
大
、

女
性
の
さ
ら
な
る
活
躍
、
地
方
創
生
が
カ
ギ

と
さ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
は
、
希
望
出

生
率
１
・
８
の
実
現
（
現
在
の
特
殊
出
生
率

１
・
４
）
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
、
幼
児
教
育
無
償

化
の
拡
大
が
柱
で
す
。

安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
の
柱
は
、
高

齢
者
と
現
役
が
共
に
安
心
で
き
る
よ
う
に
、

仕
事
と
介
護
の
両
立
、
年
間
10
万
人
超
の

介
護
離
職
ゼ
ロ
の
達
成
で
す
。

安
倍
首
相
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
１
ス
テ
ー

ジ
（２
０
１
３
年
）で
放
た
れ
た
「旧
３
本
の
矢
」

（
大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財
政
出
動
、

成
長
戦
略
）
に
よ
っ
て
「
も
は
や
デ
フ
レ
で
は

な
い
と
い
う
状
況
」
ま
で
き
た
と
自
画
自
賛

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
８
月
の
消
費
者
物
価

指
数
は
１
０
３
・
４
と
前
年
同
月
比
０
・
１
％

低
下
、
雇
用
が
増
え
た
と
い
っ
て
も
正
規
労

働
者
は
56
万
人
減
り
、
非
正
規
労
働
者
は

１
７
８
万
人
増
と
非
正
規
率
は
37
・
１
％
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
６
月
の
実
質
賃
金
指
数
は
前

年
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
３
％
。
そ
の
な
か
で
、
日

銀
に
よ
る
異
次
元
の
金
融
緩
和
で
円
安
・
株

高
が
実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
中

国
経
済
の
バ
ブ
ル
崩
壊
の
兆
し
で
、
乱
高
下

が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
と
地
方
の
借
金
は
１
０
０
０
兆

円
を
超
え
、
こ
の
４
～
６
月
の
成
長
率
は
３

四
半
期
マ
イ
ナ
ス
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
０
０
兆
円

達
成
は
絵
に
描
い
た
餅
で
す
。

旧
３
本
の
矢
は
失
速
し
ま
し
た
。
一
部
の

大
企
業
だ
け
が
内
部
留
保
を
３
５
４
兆
円

に
増
や
し
、
そ
の
お
こ
ぼ
れ
は
労
働
者
や
庶

民
に
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
上
に
セ
ッ
ト

さ
れ
る
第
２
ス
テ
ー
ジ
は
、
１
億
総
活
躍
で

も
っ
と
企
業
に
奉
仕
す
る
国
を
造
る
舞
台
。

「
た
く
さ
ん
産
ん
で
国
家
に
貢
献
」
と
い
う

菅
官
房
長
官
の
発
言
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
が
露
出
し
ま
し
た
。
国
が
企
業

の
た
め
に
労
働
者
、
女
性
、
高
齢
者
を
も
っ

と
搾
取
、
収
奪
す
る
環
境
を
用
意
す
る
も

の
で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
２
ス
テ
ー
ジ
は
、
子
育
て

環
境
や
社
会
保
障
の
充
実
が
目
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
、
２
０
１
７
年
４
月
の

消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
の
環
境
整
備
と

そ
れ
に
よ
っ
て
政
権
支
持
率
の
浮
揚
を
図
り
、

憲
法
改
定
に
つ
な
げ
る

と
い
う
あ
ざ
と
い
策
謀

が
潜
ん
で
い
ま
す
。

二
度
と
だ
ま
さ
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
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新社会
お問い合わせ先

2015年１０月

アベノミクス第２ステージは

安
倍
首
相
は
自
民
党
総
裁
再
選
を

決
め
た
そ
の
日
の
記
者
会
見
で
、
新
た

な
政
策
の
目
玉
と
し
て
、
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
第
２
ス
テ
ー
ジ
」
を
デ
ッ
サ
ン
し
て
見

せ
ま
し
た
。
戦
争
参
加
法
の
強
行
成

立
で
国
民
の
支
持
を
失
っ
た
ま
ま
で
は

来
夏
の
参
院
選
を
乗
り
越
え
ら
れ
な

い
と
踏
み
、
タ
カ
派
の
生
地
を
隠
し
て

社
会
保
障
重
視
を
装
っ
た
政
治
に
切

り
換
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
身
と

い
っ
た
ら
破
綻
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
厚

化
粧
を
し
た
も
の
で
、
第
１
ス
テ
ー
ジ

の
よ
う
な
熱
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。

古
臭
い「

新
し
い
３
本
の
矢
」

朽
ち
た「

第
２
ス
テ
ー
ジ
」

消
費
税
増
税
と憲

法
改
定
へ

二度とだまされない！
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